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川上町長の年頭のごあいさつ　　　

22

め
ま
ぐ
る
し
く
社
会
情
勢
が
変

化
す
る
中
、日
本
は
景
気
回
復
の
局

面
に
入
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、私
た
ち
の
暮
ら
す
地
方
で

は
、実
感
が
な
い
ま
ま
増
税
な
ど
負

担
が
増
加
し
、将
来
へ
の
不
安
が
払

拭
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
1
年

で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、町
民
の
皆
様
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
多
く
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

昨
年
の
中
で
も
、
待
ち
望
ん
で
い

た
「
び
ら
と
り
温
泉
」
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
経
て
大
変
好
評

を
頂
い
て
い
る
の
は
、
ひ
と
え
に
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
る
も
の
と
強
く
実
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
し

た
「
び
ら
と
り
ト
マ
ト
」
に
つ
い
て

は
、
安
定
し
た
生
産
と
品
質
の
維
持

に
日
々
努
め
ら
れ
て
い
る
農
家
の

方
々
や
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、

昨
年
も
販
売
額
が
　
億
円
を
超
え

40

ま
し
た
。
さ
ら
に「
び
ら
と
り
和
牛
」

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
総
合
家
畜
共

進
会
に
お
い
て
、
町
内
の
生
産
者
が

最
優
秀
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
大
変

喜
ば
し
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ビ
ラ
ッ
キ
ー
」
は
、
子
ど
も
た
ち

が
関
わ
る
こ
と
で
誕
生
し
、
多
く
の

方
に
愛
さ
れ
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
平
取
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
完
成

ま
で
に
ま
だ
時
間
を
要
し
ま
す
が
、

流
域
住
民
に
と
っ
て
一
日
も
早
い

完
成
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
期
完
成
へ
向
け
て
要
請
を
続
け

て
参
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
国
に
お
い
て
地
方
創
生

を
掲
げ
た
重
要
な
施
策
の
展
開
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
町
と
し
て
も
産
業

と
福
祉
、
教
育
な
ど
の
対
策
も
含
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
と
強
い
使
命
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
本
年
は
町
の
指
針
で
あ
る

「
第
5
次
総
合
計
画
」
の
最
終
年
度

で
あ
り
ま
す
の
で
、
新
た
な
　
か
年

10

計
画
「
第
6
次
総
合
計
画
」
の
策
定

に
向
け
、
皆
様
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
頂
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

住
み
よ
い
町
を
目
指
し
、
町
民
と

議
会
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、
皆
様

の
ご
期
待
に
沿
う
よ
う
、
全
力
を
尽

く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お

力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
本
年
が
、
輝
か
し
く
良

き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

  平
成

年
の
町
政
と
展

平
成
　
年
の
町
政
と
展
望望
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  昨
年
の
情
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町
の
動

昨
年
の
情
勢
と
町
の
動
きき

鈴鈴

木

修

木

修

二二

安

田

功

安

田

功

二二

櫻

井

幹

櫻

井

幹

也也

丹

野

信

丹

野

信

一一

四

戸

正

四

戸

正

彦彦

松
澤
以
久

松
澤
以
久
子子

貝

澤

真

貝

澤

真

澄澄

千

葉

良

千

葉

良

則則

松

原

俊

松

原

俊

幸幸

山

田

一

山

田

一

明明

藤

澤

佳

藤

澤

佳

宏宏

平

村

公

平

村

公

子子

　
（
議
席
順

（
議
席
順
））

山

田

和

山

田

和

博博

宮

入

宮

入
　

司司

本

間

稔

本

間

稔

浩浩

遠

藤

裕

遠

藤

裕

昭昭

佐
々
木

佐
々
木
　
孝孝

安

田

功

安

田

功

二二

福

原

謙

福

原

謙

吉吉

泉

澤

敏

泉

澤

敏

裕裕

松

本

周

松

本

周

次次

町
議
会

議

町
議
会
　
議
　
長長

同

副
議

　
同
　
　
副
議
長長

同

議

　
同
　
　
議
　
員員

同

議

　
同
　
　
議
　
員員

同

議

　
同
　
　
議
　
員員

同

議

　
同
　
　
議
　
員員

同

議

　
同
　
　
議
　
員員

同

議

　
同
　
　
議
　
員員

同

議

　
同
　
　
議
　
員員

同

議

　
同
　
　
議
　
員員

同

議

　
同
　
　
議
　
員員

同

議

　
同
　
　
議
　
員員

代
表
監
査

代
表
監
査
員員

農
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農
業
委
員
会
長長

教
育
委
員

教
育
委
員
長長

選
挙
管
理
委
員

選
挙
管
理
委
員
長長

公
平
委
員

公
平
委
員
長長

国
保
運
営
協
議
会

国
保
運
営
協
議
会
長長

民
生
児
童
委
員
協
議
会

民
生
児
童
委
員
協
議
会
長長

副

町

副
　
町
　
長長

教

育

教
　
育
　
長長

初
春
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

初
春
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
すす

謹 賀 新謹 賀 新 年年 the mayor Kawakami

New Year's greetings

新
春
を
迎
え
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族

共
々
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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１
月

焔
消
防
出
初
式

（
振
内
町
）

煙
成
人
式

焔
冬
休
み
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

２
月

焔
義
経
雪
あ
か
り

煙
全
道
Ｐ
Ｋ
グ
ラ
ン
プ
リ

　
（
　
チ
ー
ム
　
約
6
0
0
人
参
加
）

84

焔
初
午
祭

煙
住
民
参
加
型
高
齢
者
生
活
支
援
等

　
推
進
事
業
住
民
意
見
交
換
会

３
月

焔
井
戸
端
寺
子
屋
会
議
　
平
取

in

煙
平
取
町
民
大
学
修
了
式

４
月

焔
町
民
交
通
安
全
の
日
開
始

煙
高
齢
者
大
学
合
同
入
学
式

５
月

焔
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
野
球
教
室

煙
振
内
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
解
散
式

焔
振
内
町
民
ラ
ジ
オ
体
操
１
０
０
日

　
大
会

６
月

焔
す
ず
ら
ん
観
賞
会

煙
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

焔
商
工
会
青
年
部
主
催
街
コ
ン

煙
二
風
谷
ア
イ
ヌ
文
化
博
物
館

　
入
館
者
数
　
万
人
達
成

60

７
月

焔
び
ら
と
り
温
泉
ゆ
か
ら
グ
ラ
ン
ド

　
オ
ー
プ
ン

煙
全
道
消
防
操
法
訓
練
大
会
に
て

　
平
取
消
防
団
全
道
優
勝

　８
月

焔
義
経
神
社
例
大
祭

煙
チ
プ

サ
ン
ケ

焔
ふ
れ
あ
い
広
場

煙
北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院

　
北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
院

・
北

　
海
道
大
学
農
学
部
と
の
連
携
協
定

　
調
印
式

９
月

焔
戦
没
者
追
悼
式

煙
び
ら
と
り
沙
流
川
ま
つ
り

焔
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
月
１０焔

全
町
老
人
の
集
い

煙
ト
マ
ト
・
和
牛
フ
ェ
ア
２
０
１
4

焔
び
ら
と
り
町
食
育
セ
ミ
ナ
ー

煙
び
ら
と
り
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス

　
テ
ィ
バ
ル

　
月
１１焔

秋
の
叙
勲

　
　
村
上
晃
氏
旭
日
双
光
章
授
章

　
　
野
口
幸
紀
氏
瑞
宝
単
光
章
授
章

煙
文
化
祭

焔
道
民
芸
術
祭

「
合
唱
祭
」

煙
町
づ
く
り
住
民
大
会

　
月
１２焔

成
年
後
見
制
度
セ
ミ
ナ
ー

煙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
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 全国の舞台で1年間の成果を発揮!

平取消防団 全国大会で奮平取消防団　全国大会で奮闘闘
「消防団の甲子園」とも呼ばれる「消防団の甲子園」とも呼ばれる「「第 24回全国消防操法大会」に、平取消防団が北海道第 24回全国消防操法大会」に、平取消防団が北海道代代
表として出場してきました表として出場してきました。。

消消防防

　11月8日、東京都で開催された「第24回全国消防操法大会」に北海道代表として出場し
てきました。

　47都道府県から各代表が集まり、北海道代表はポンプ車の部24チームとの熱戦を繰り広
げました。大会2日前に都内に入り、前日から長時間にわたる事前練習やリハーサル、レセ
プションをこなし、大会に挑みました。
　残念ながらチームとしての入賞は逃しましたが、指揮者の福澤肇さんが優秀選手賞を受賞。
日本一の指揮者として表彰され、輝かしい功績とともに「北海道」・「平取消防団」を強く印
象付けることができました。
　全員が1年間厳しい訓練に打ち込めたのも、訓練場所を提供いただけた平取カントリー倶
楽部様を始め、ご協力いただき、支えてくださった多くの皆さまのおかげです。この技術と
精神力を土台に今後の平取町に貢献していきたいと思います。
　たくさんのご声援ありがとうございました！

総指揮者　田中　　護　団長
旗　手　本間　稔浩　第3分団長
指揮者　福澤　　肇　班長（第4分団　振内町）
1番員　川上　修平　団員（第1分団　本　町）
2番員　松下　雅英　団員（第2分団　荷　負）
3番員　本間　義明　団員（第3分団　貫気別）
4番員　福澤　孝彦　団員（第4分団　振内町）
補助員　長野　由樹　団員（第2分団　荷　負）

1.平取消防団のメンバー

2.優秀選手賞を受賞した福澤肇班長

1

2
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 長年にわたる功績が評価されました!

秋の叙勲2人の方が授秋の叙勲 2人の方が授章章
文化の日に平成 26年秋の叙勲が発表され、村上晃さん（札幌市）が旭日双光章を、野口文化の日に平成 26年秋の叙勲が発表され、村上晃さん（札幌市）が旭日双光章を、野口幸幸
紀さん（小平）が瑞宝単光章を授章しました。（以下敬称略紀さん（小平）が瑞宝単光章を授章しました。（以下敬称略））

勲勲章章

勲章の種類および授与対象につい勲章の種類および授与対象についてて

　明治8年4月に「勲章従軍記章制定ノ件」（太政官布告第54号）が公布され、これ
が現在の旭日章の基になったもので、我が国の勲章制度の始まりとなっています。
　以降、明治9年に菊花章、明治21年に瑞宝章と宝冠章、また、昭和12年には文化
勲章が制定されました。
　勲章の授与の基準については、「勲章の授与基準」（平成15年5月20日閣議決定）
に定められており、社会の様々な分野における功績の内容、果たした職務の複雑度、
困難度、責任の程度等について評価を行い授与されます。

村上 村上 　
む らかむ らか みみ

晃 晃 （（
あきらあきら

旭日双光章 旭日双光章 地方自治功労　地方自治功労））
きょくじつそうこうしょきょくじつそうこうしょうう

　昭和 42年から平成 18年まで、10期 40年にわた
り町議会議員として従事され、うち副議長を 1期 4
年（昭和 50年～ 54年）、議長を 2期 8年（昭和 54
年～ 62年）務められました。
　基幹産業である農業振興のため、化学肥料に頼る
農業ではなく、牛を導入する有機農業を議会で取り
上げました。
　「常に町民の代弁者としての意識を忘れず、町民の
生活安定を基本に考えた 40年間でした」と振り返ら
れていました。

野口 野口 　
の ぐの ぐ ちち

幸紀 幸紀 （（
ゆ きのゆ きの りり

瑞宝単光章 瑞宝単光章 消防功労）　消防功労）
ずいほうたんこうしょずいほうたんこうしょうう

　昭和 45年門別町消防団団員として入団し、昭和 48
年組合発足と同時に、日高西部消防組合消防吏員と
して拝命以来、40年の永きにわたり消防業務に専念
されました。
　火災等災害のない町づくりを目指し、その豊富な
知識と経験をもって、消防職団員の技術の向上と士
気の高揚に積極的に取り組むとともに、火災予防の
普及と地域防災に尽力してきたことは、消防関係者
をはじめ、地域住民等しく認め敬意を表すところで
あり、その功績は誠に顕著であります。
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まちまちのひろばろば
びらとりびらとり

道民芸術祭 「合唱祭」（11/15）

　平取ダム建設促進期成会と町主催による総決起大会が中
央公民館で行われました。
　大会には町民と関係者約70名が参加し、平取ダムの早
期着工、早期完成に向け、予算の確保と事業の推進を要望
する決議を採択しました。

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

　町内のよさこいチーム「平取義経なるこ会」が創立20
周年を迎え、これを記念した行事が中央公民館で行われま
した。
　会場では、結成当初から現在までの活動を記録した写真
の展示や映像の上映、現在のメンバーによる演舞の披露が
行われました。

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

　北海道文化団体協議会主催・町文化連盟主管による第
38回日高管内道民芸術祭「合唱祭」が中央公民館で行わ
れました。
　管内7町7団体の合唱サークルが練習の成果を披露した
ほか、アトラクションとしてヴァイオリニストの武田朗秀
さんによるヴァイオリン演奏が行われました。

　平取高校トマトクラブの生徒たちが平取小学校を訪れ、
トマトジャムクッキー作りの調理実習を行いました。今年
度初めて実施されたこの取り組みは、地産地消を体験的に
学び食育の推進活動につなげることがねらいで、「びらと
りトマト」を活用した新レシピ作りを行っているトマトク
ラブが町教育委員会からの依頼を受けて行われました。

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠
　町自治振興会と交通安全推進委員会の共催による「町づ
くり住民大会及び交通安全住民の集い」が中央公民館で行
われました。松浦大史門別警察署交通課長による軽快な交
通安全講話の後、スポーツコメンテーター（元日本ハムファ
イターズ投手）の「岩本勉氏」の特別講演が行われました。

義経なるこ会創立20周年記念行事 （11/15）

平取高校・平取小学校 連携クラブ活動 （11/18）

平取ダム建設事業の

早期完成を求める総決起大会 （11/30）

町づくり住民大会 （11/30）
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　社会福祉法人平取福祉会の創立30周年記念式典が振
内町民センターで行われ、活動に貢献した団体へ感謝状
の贈呈を行いました。社会福祉法人平取福祉会は、昭和58
年に設立の認可を受け、以来「すずらん福祉園（現 障害
者支援施設すずらん）」・「平取かつら園」・「ケアハウスし
ずか」を開所し地域福祉の向上に努めてこられました。

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

　町高齢者虐待防止ネットワーク会議の主催による成年
後見制度セミナーが、ふれあいセンターびらとりで行わ
れました。
　「成年後見制度を知ろう」と題し、成年後見制度の概要
や現状の問題点、今後の在り方についての講演が行われ
ました。

　地域のボランティア活動の推進や、ボランティア活動
に参加できる体制づくりの構築、ボランティア団体等の
相互の連携を図ることを目的とした「ボランティアの集
い」が、ふれあいセンターびらとりで行われました。
　参加者は、消防平取支署職員を講師に招いた救命講習
や講話で学習を深めていました。

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠
　（公財）北海道農業公社が主催する、平成26年度新規
就農優良農業経営者表彰事業で、渡邉邦衡さん（振内町）
が優秀賞を受賞しました。
　この表彰は、次代の北海道農業の担い手の模範となる、
優れた経営を実践されている新規参入者や農業後継者を
表彰しています。

　二風谷発電所・岩知志発電所・奥新冠発電所の影響緩
和のために、電源立地地域交付金が交付されています。
　今年度は、平取町国民健康保険病院の厳しい経営を緩
和するために、病院運営費へ電源立地地域対策交付金513
万円を充当しました。今後も経営改善を図るため病院運
営費への充当を検討します。

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

成年後見制度セミナー （12/2）

ボランティアの集い （12/4）

平取福祉会創立30周年記念式典 （12/6）

農業新規参入者の渡邉邦衡さん優秀賞受賞

電源立地地域対策交付金事業
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教育委員会からのお知らせ

★平成26年度全国学力・学習状況調査結果から★

　今年4月、文部科学省は例年同様に全国の小学校6年生と中学校3年生の児童生徒を対象に、
国語、算数・数学の2教科で「全国学力・学習状況調査」（すべての児童生徒対象： 悉皆 調査）を

し っ か い

実施し、8月に調査結果が公表されました。これを受け、道教育委員会でも調査結果を分析・考察
し、全道平均正答率・管内別平均正答率を11月末に公表しております。この調査結果を基にした
当町の児童生徒の平均正答率の概要（全国平均比も含む）は下表のとおりです。

★教科に関する調査結果から　記述問題に課題があることが明らかに！

　小中学校ともに、基礎基本問題を中心に確かな力が着実に身についてきている状況にあります。
下位層もほぼ全国平均と同様の数値になっています。全国平均とはほぼ同様、全道平均とはほぼ
同様上位の結果であり、各学校での取り組みや個人（家庭）の取り組みが少しずつではあります
が成果を上げている状況にあります。問題に対する無解答も非常に少ない状況で、意欲的に問題
に挑戦している姿がうかがえます。残念ながら、主として活用に関する問題における記述問題では、
国語科での2つの条件や3つの条件に基づく記述や算数数学科での説明記述の正答率が全国同様
に低く、今後の指導の中で日常的に取り組んでいくという課題が明らかになりました。
★児童生徒質問紙による学習状況に関する調査　生活リズムの確立を！

　家庭学習を1時間以上取り組む児童が4割、生徒は7割でした。中学3年生は小学校6年の時
の22％から73％へと50％以上の割合で増加し、生活の中に家庭学習が位置付いてきていることが
わかります。家庭での生活時間では小学生では、TV・ゲーム・学習・携帯・読書、中学生では、
TV・ゲーム・携帯・学習・読書の順となっています。TV・ゲーム・携帯に割く時間を少なくし、
規則正しい生活リズムを確立する必要があります。
★今後に向けて　個に応じた指導の充実と学校・地域・保護者の連携の取り組みの継続を！

　調査結果の数値をあげることが目的ではありません。調査はあくまでも児童生徒の実態把握と
今後の指導の手立てとするための一つの資料です。一人一人のわかる喜びを体感させるために、
どの様に学習方法などを工夫改善していくかが問われています。各学校においては、今後も個に
応じた細やかな指導の充実に努めていきます。
　そのためにも学校・家庭・地域との連携した取り組みは今後も重要です。ご理解とご協力をお
願いいたします。　

わかる喜びの体感　学習方法の工夫改善のために

 



　11月12日に第35回女性の集いが242人の参加により開催
され、はじめに、ヴァイオリニスト大平まゆみ氏による「音楽
の力、母として、ヴァイオリニストとして」と題しての講演で
は、「音楽は全く知らない人でも、笑顔にすることができる。
その笑顔や出会いを大切にしたい」と話し、さらに、ヴァイオ
リン演奏に合わせ、唱歌などを参加者が何曲も合唱したときに
は、とても楽しい雰囲気となり会場が大いに盛り上がりました。

　午後からは、「詐欺から身
を守る極意を学ぶ」と題し、
実際の詐欺の手口を実行委
員による寸劇により披露し、だまされないためには、“息子に
電話してみる”“恥ずかしがらずに誰かに相談する”という対
処法を学びました。
　その他、芸能発表では舞踊、ダンス等、趣向を凝らした仮装
などで会場を沸かせ、全ての内容で女性同士の交流は充分にで
き、楽しく一日を過ごしました。

99

第35回女性の集い　～有意義な一日を過ごしました～

　10月より本町文化協会の協力により、中央公民館ロビーにおい
て作品展示を行っています。
　1回目は、リリークラフトクラブによる、クラフトテープで手作

りしたバックや、毛糸の編み物、布で
作ったポーチを展示し、2回目は、トー
ルサークルMy Treeによる、トールペ
イントで彩った壁掛けや、置物などの
作品を展示しました。それぞれ、ロビー
が華やかになっており、各団体のご協
力に感謝します。
　なお、現在展示しているパッチワーク作品は12月26日窺までの
期間となっておりますので、ぜひご来館のうえご観覧ください。

中央公民館ロビーミニ展示　～ロビーが華やかです～

　私たちのサークルは、パッチワーク、手芸、簡単洋裁
が主です。
　活動は農繁期を終えた11月から3月までと期間が短い
のですが、数多くの作品を作っています。毎年、文化祭
には共同作品を展示しています。10年間の思い出は、み
んなで東京国際キルトフェスティバルに行ったことです。
　楽しいサークルです。
活 動 日　　月3～4回不定期

活動場所　　貫気別生活館

≪会員募集中≫　連絡先　岡田定子（緯5-5707）

 創立年　　平成16年
 代表者　　岡田　定子
 会員数　　14人カントリーサークル

文化サークル紹介

共同作品の前で撮影

大平まゆみ氏講演

寸劇による詐欺の手口を紹介の様子

リリークラフトクラブ作品

トールペイントMyTree作品
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教育委員会からのお知らせ

　11月8日、町民体育館で教育委員会とスポーツ少年団本
部の共催により「体力テスト会」を行いました。町内の各
スポーツ少年団員を対象とし、今年度は5少年団（本町バ
ドミントン、貫気別バドミントン、義経剣心会、平取野球、振
内野球）から計48人が参加しました。

　測定種目は、例年どお
り日本体育協会が奨励
する5種目ですので、こ
れまでの自己記録や全
国平均との比較ができ、参加した少年団員は少しでも記録を
伸ばそうと真剣に取り組んでいました。
　年齢ごとの種目別平均値を見ますと、男子が3分の2、女
子が5分の4もの年齢・種目で全国平均値を上回っており、少
年団活動でいかに日頃から体力づくりが行われているか、伺
える結果となりました。

記録を伸ばせ ！　～スポーツ少年団員 「体力テスト会」～

　教育委員会が主催する「リトラビ」（小学
生を対象とした通年開催のスポーツクラブ）
で、10～12月にかけて計4回、むかわ町四季
の館温水プールでの水泳学習を行いました。

　町内のプールは8月で終了していましたの
で、久々のプールに参加者はみんな大はしゃ
ぎでした。

冬でもプールで大はしゃぎ ！　～リトラビ水泳学習～

体育館　日曜日開放のお知らせ

　町民体育館・振内青少年会館・貫気別町民センターの各体育施設を、第2と第4日曜日に

一般開放しています。どうぞご利用下さい。

開放日時　第2・第4日曜日　9:00～15:00

橋参加者が最も多かった 「12歳・男子」9人の平均結果

（全国平均は平成26年3月集計）

5分間走時間往復走腕立て伏せ上体起こし立幅とび平　均

1,194.4m42.6m15.1回23.1回192.4cm平取町

1,111.0m42.5m18.7回22.6回177.1cm全　国
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博博博博博博博博博博博博物物物物物物物物物物物物館館館館館館館館館館館館ででででででででででででののののののののののののアアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイイイヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌ文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化学学学学学学学学学学学学博物館でのアイヌ文化学習習習習習習習習習習習習習

　11月11日、紫雲古津小学校の児童25人が博物館を訪れ、伝統的なチセ（家）の暮らしを体
験しました。現在、博物館の周辺には合計9棟のチセが復元されています。
　屋外展示施設、アイヌ文化の体験学習施設として活用されているほか、地域住民によるアイヌ
語、アイヌ伝統工芸を継承していく拠点にもなっています。

チチチチチチチチチチチチセセセセセセセセセセセセででででででででででででのののののののののののの体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験をををををををををををを通通通通通通通通通通通通ししししししししししししてててててててててててて伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝統統統統統統統統統統統統的的的的的的的的的的的的なななななななななななな暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららららししししししししししししをををををををををををを学学学学学学学学学学学学チセでの体験を通して伝統的な暮らしを学ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

　チセは、様々な暮らしの知恵が詰まった貴重な場所です。南ないしは南西側に設置された窓か
らどのように光がさすのかといったことや、マキを焚いたときの暖かさ、トマ（ござ）に用いら
れているシキナ（ガマ）の柔らかい感触などを体感しました。
　みんなで囲んだ 炉縁 では、シラカバの樹皮を用いたマキへの着火、ス（鉄鍋）を用いた湯沸し

ろぶち

を実際にやってみました。更に、沸かしたお湯を使って野草を煎じたお茶を飲みました。
　野草は全て高学年児童が紫雲古津小学校の裏山で採集したものです。
　地域に伝えられている植物利用には、食材利用や薬用効果に関する知識がたくさん含まれてい
ます。今回用いたササ、ナギナタコウジュ、ホオの実も、伝統的な暮らしの中で頻繁に用いる植
物として重宝されてきました。

炉炉炉炉炉炉炉炉炉炉炉炉炉縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁ででででででででででででカカカカカカカカカカカカムムムムムムムムムムムムイイイイイイイイイイイイユユユユユユユユユユユユでカムイユカカカカカカカカカカカカカラララララララララララララ （（（（（（（（（（（（神神神神神神神神神神神神謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡））））））））））））をををををををををををを聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞（神謡）を聞くくくくくくくくくくくくく

　当日は、木幡サチ子さんによるカムイユカラの披露も行われました。謡った演目は「チロンヌ
プ アイヌ コチャランケ（キツネのチャランケ）」です。「パウチョーチョパフムフムフム」という
“サケへ（繰り返し言葉）”を何度も挟みながらストーリーが展開され、支笏湖にほど近い千歳
川を舞台にした神謡です。
　かつての暮らしでは、炉縁で語られる口承文芸が日々の娯楽の一つでした。子どもたちは、祖
父母に教えてもらう様々な話を通してアイヌ語や教訓、世界観を習得していったのだといわれて
います。

学学学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習習習のののののののののののの効効効効効効効効効効効効学習の効果果果果果果果果果果果果果

　今回、学校教育の一環として博物館に来ることで、大事
な郷土の歴史・文化であるアイヌ文化を楽しみながら学び、
理解を深めることができたのではないでしょうか。チセの
炉縁に座って室内の雰囲気を味わうことで、より印象深い
授業になるものと考えます。

チセの暮らしを知る　～紫雲古津小学校のアイヌ文化学習～

今回用いた野草 （知里真志保 1953 『分類アイヌ語辞典　植物編』より）

　・ウリペ(ur ipe：笹葉の・食べ物　チシマザサ)　効能：魚の中毒

　・セタエント （seta ento：イヌの・小実　ナギナタコウジュ）　効能：カゼ

　・プシニエプイ(pus ni epuy：矢筒の・木・実　ホオノキの果実）　効能：病気

チロンヌプ アイヌ コチャランケ （キツネのチャランケ）のあらすじ

　支笏湖の方へ遡上した一匹のサケをキツネ神が食べました。すると人間に罰せられ、

悪い言葉を浴びせられました。サケは石狩川の河口を司るピリピリノイェクル、ピリピ

リノイェマッという夫婦神によって遡上する数が決められています。人間が増やしたも

のでないにもかかわらず罰せられた、と談判するキツネ神の声を夢で聞いた人がいまし

た。このことを伝え聞いた周りの人たちで相談し、キツネ神に謝罪しました。
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ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
消
毒
液
の
作
り
方

　
濃
度
が
5
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の
塩
素
系
漂
白
剤

の
場
合
（
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の

の
濃
度
）

①
ド
ア
ノ
ブ
や
調
理
器
具
、
便
座

　
な
ど
に
は
0
.
0
2
％
に
薄
め

　
ま
す
。

→
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渥
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ッ
ト
ボ
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ル
1
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の
水

　
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
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ャ
ッ
プ
2

　
杯
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入
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②
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や
お
う
吐
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が
直
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つ
い
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場
所
や
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類
な
ど
に
は
0
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1

　
％
に
薄
め
ま
す
。

→
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0
悪
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
1
本

　
の
水
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

　
プ
2
杯
分
の
原
液
を
入
れ
る
。

◆
注
意
点

・
作
る
と
き
や
使
用
時
に
は
、
注

　
意
事
項
を
読
み
、
十
分
に
換
気

　
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
時
間
が
経
つ
と
効
果
が
落
ち
る

　
こ
と
が
あ
る
た
め
、
そ
の
都
度

　
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。

家
庭
内
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
  

♦
排
泄
物
の
処
理
の
仕
方

　
家
族
の
中
で
感
染
者
が
出
た
と

き
は
、
お
う
吐
物
な
ど
の
処
置
を

十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
使
い
捨
て
の
布
や
、
ペ
ー
パ
ー

　
タ
オ
ル
で
外
側
か
ら
内
側
に
拭

　
き
取
り
ま
す
。
チ
リ
と
な
っ
て

　
ウ
ィ
ル
ス
が
広
が
る
の
を
抑
え

　
る
た
め
、
静
か
に
拭
き
取
り
ま

　
す
。

②
拭
き
取
っ
た
ら
す
ぐ
に
ビ
ニ
ー

　
ル
袋
の
中
に
入
れ
、
0
.
1
%

　
消
毒
液
を
染
み
込
む
程
度
入
れ

　
ま
す
。

③
汚
染
さ
れ
た
場
所
は
、
同
じ
く

　
0
.
1
%
消
毒
液
を
浸
し
た
布

　
で
拭
き
ま
す
。

④
　
分
程
度
放
置
し
た
ら
水
拭
き

10
　
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
作
業
時
は
マ
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と
手
袋
、
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プ
ロ
ン
が
必
須
ア
イ
テ
ム
で
す
。

※
処
理
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手
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し
て
い
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手
洗
い
は
じ
っ
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り
行
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ま
し
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う
。
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ロ
ウ
ィ
ル
ス
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予
防
の
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ー
ワ
ー
ド
は
3
つ
。

「
手
洗
い
」「
加
熱
」「
消
毒
」で
す
。

♦
手
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外
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ら
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時
、
食
事
の

前
、
調
理
の
前
な
ど
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感
染
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吐
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ど
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ム
ツ
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十
分
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手
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し
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。

♦
加
熱

　
ウ
ィ
ル
ス
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完
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殺
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め

に
は
、
食
品
は
　
℃
以
上
で
1
分
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上
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の
二
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貝
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分
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で
す
。
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実
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家
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吐
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を
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。
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健康づくり応援健康づくり応援団団　保健福祉課保健福祉課
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産開館時間　火～金曜日　１０:００～ １８:００　　土・日曜日　１０:００～ １７:００
産休館日　月曜日・祝日　※月曜日が祝日の場合は、その翌日も休館。
始　4-6666　　　姉　4-6871　　　死   risu2@guitar.ocn.ne.jp
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【小説・エッセイ】

『決戦！関ヶ原』／伊東潤、葉室麟ほか

『探偵少女アリサの事件簿

  溝ノ口より愛をこめて』／東川篤哉

『ナオミとカナコ』／奥田英朗

『認知の母にキッスされ』

／ねじめ正一

『水やりはいつも深夜だけど』

／窪美澄

『私の命はあなたの命より軽い』

／近藤史恵

『インデックス』／誉田哲也

『陰陽師　螢火ノ巻』／夢枕獏

『GOSICK BLUE』／桜庭一樹

『鳩の撃退法　上・下』／佐藤正午

『オリンポスの神々と７人の英雄 ４』

／リック・リオーダン

【家庭・生活・趣味】

『きほんのラッピング便利帳』

／包むファクトリー

『熟成ケーキ』／磯貝由恵

『おいしい！やわらかレシピ　うまく

かめない、かむのがつらい人に。』

／河野雅子

『いつでも手づくりルームシューズ』

／日本ヴォーグ社

【社会・経済・その他】

『僕たちの国の自衛隊に21の質問』

／半田滋

『地方消滅』／増田寛也

『新聞は、あなたと世界をつなぐ窓

  ＮＩＥ教育に新聞を』／木村葉子

新新着着図図書書ののおお知知ららせせ新着図書のお知ら新着図書のお知らせせ

1月の休館日
1～5・12・13・19・26日

2月の休館日
2・9・11・16・23日

8日 （木） 【貫気別地区】

　10:45～11:15　荷負　遠藤和江さん宅前

　11:30～12:00　貫気別生活館

　13:15～13:45　芽生生活改善センター

　14:00～14:30　旭生活館

9日 （金） 【振内地区】

　11:00～12:00　山の駅ほろしり館

　13:15～13:45　岩知志ふれあい館

　14:15～14:45　豊糠生活改善センター

燕利用者カードがなくても、ご利用できます。

燕貸出期間は、次回の巡回日までになります。

燕本の返却、不用な本のご寄贈も受け付けます。

図書ワゴン （移動図書館車）運行日程【1月】

　町内の小学生が自分で選んで読んだ本を絵

と文章を使って紹介する取り組み 「ぼく・わ

たしが選ぶこの一冊」を、昨年度に引き続き

読書活動推進事業として実施しました。

　参加者の児童に作ってもらった 「本のしょ

うかいカード」を、12月24日卯から、紹介

してくれた本といっしょに館内に展示します。

児童の力作をごらんいただき、紹介してくれ

た本を読んでみてください。また、展示作品

の中から金賞以下の受賞作を選ぶにあたり、

皆さまの投票を

いただきます。

　会場に設置 し

ている投票用紙

に該当する作品

をご記入 くださ

いますようお願

いします。

○投票受付期間

　12月24日卯～平成27年 １月 １８日羽

　　※図書館内での展示は引き続き行います。

「ぼく・わたしが選ぶこの「ぼく・わたしが選ぶこの一一冊」冊」
本のしょうかいカードを展示しま本のしょうかいカードを展示しますす
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まままままままままままままままままままま ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち のののののののののののののののののののの 人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人 口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口 とととととととととととととととととととと 世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世 帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯ま ち の 人 口 と 世 帯 数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数

（△ 11）5,485人人　口

（△ 11）2,669人　男

（△ 00）2,816人　女

（△11）2,647世帯世帯数

(   )内は前月比　11月末現在

交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交 通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通 事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事 故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故 発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発 生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生 状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状交 通 事 故 発 生 状 況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況

（　  1）5件発生件数

（　  0）1人　死者数

（△  0）5人　傷者数

(　)内は前年比　11月末現在

306日死亡事故ゼロ日数

役場関係電話番号

平取町役場 （本庁）

総務課（代表） 緯2-2221

まちづくり課 緯2-2222

産業課　　　 緯2-2223

税務課　　　 緯2-2224

出納室　　　 緯2-2225

建設水道課　 緯2-2226

議会事務局　 緯2-2227

アイヌ施策推進課

　　　　　　 緯2-2341

農業委員会・土地改良区

　　　　　　 緯2-2695

ふれあいセンターびらとり

　　　　　　 緯4-6111

保健福祉課　 緯4-6112

町民課　　　 緯4-6113

児童館　　　 緯2-3026

子ども発達支援センター

　　　　　　 緯2-3400

地域包括支援センター

「ほほえみ」 緯2-3700

平取町社会福祉協議会

　　　　　　 緯4-2267

図書館　　　 緯4-6666

平取町教育委員会

中央公民館　 緯2-2619

町民体育館　 緯2-2749

二風谷アイヌ文化博物館

　　　　　　 緯2-2892

沙流川歴史館 緯2-4085

役場振内支所

　　　　　　 緯3-3211

役場貫気別支所

　　　　　　 緯5-5204

平取町国民健康保険病院

　　　　　　 緯2-2201

平取町外2町衛生施設組合

　　　　　　 緯2-2024

日高西部消防組合平取支署

　　　　　　 緯2-2361

QRコード

平取町公式ホームページ

北海道

平取町
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■日高管内道民芸術祭 「合唱祭」（11/15）


